
あ
き
　
　
の
１
位

　
い
く
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
保
険
事
業

の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
春
先
の
降
霜
や
降
ひ
ょ
う
に
始
ま
り
、

日
照
不
足
や
局
地
的
な
大
雨
、
記
録
的
な
猛
暑

が
続
く
な
ど
、
多
く
の
作
物
に
甚
大
な
被
害
が
発

生
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
の
脅
威
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
で
は
一

日
も
早
い
復
旧
と
経
営
再
建
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
共
済
金
の
仮
渡
し
を
は
じ
め
、
早
期
支
払
い

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
も
「
記
録
的
な
」「
過
去
に
例
を
見

な
い
」「
未
曽
有
の
」
と
い
っ
た
表
現
が
目
立
つ

想
定
外
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
近
い

将
来
、「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
ほ
ど
、
地
球
規
模
で

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
農
業
保
険
が
営
農
継
続
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
責
務
を
担
っ
て
い

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
災
害
対
策
の

柱
と
し
て
機
能
を
果
た
し
て
き
た
「
農
業
共
済
事

業
」
に
加
え
、
施
行
６
年
目
を
迎
え
る
「
収
入
保

険
」
は
、
新
た
な
補
償
タ
イ
プ
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
、
農
家
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
見
直
し
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
農
業

保
険
を
通
し
て
安
心
を
全
て
の
農
業
者
に
届
け
る

た
め
、
今
後
と
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
そ
し
て
、
豊
作
を
喜
べ
る
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
保
険
は
全
て
の
農
業
者
に
安
心
を
届
け
ま
す

農
業
保
険
は
全
て
の
農
業
者
に
安
心
を
届
け
ま
す
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写真提供＝秋田県園芸振興課

　ラブはサーモンピンク色がかわいらしい一番
人気の品種。チークとマジックは、ジャパンフ
ラワーセレクションでフラワー・オブ・ザ・イ
ヤー（最優秀賞）を受賞した品種です。

ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア
　　　　　人気３品種を紹介

ＮＡＭＡＨＡＧＥ
ラブ

ＮＡＭＡＨＡＧＥ
マジック

ＮＡＭＡＨＡＧＥ
チーク

　
秋
田
県
で
は
平
成
19
年
か
ら
本
格

的
に
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
24
年

以
降
は
、
世
界
で
も
著
名
な
育
種
家

で
あ
る
秋
田
国
際
ダ
リ
ア
園
の
鷲
澤

幸
治
会
長
と
連
携
し
、
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ
ダ
リ

ア
」
を
共
同
開
発
し
て
い
ま
す
。
生

産
振
興
を
推
し
進
め
た
結
果
、
27
年

か
ら
は
面
積
１
位
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。
栽
培
戸
数
も
１
位
（
令
和
３

年
度
は
89
戸
）
で
、
秋
田
市
や
仙
北

市
、
大
仙
市
な
ど
で
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ
ダ
リ
ア
は
新

品
種
が
毎
年
誕
生
し
、
現
在
ま
で
41

品
種
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
発

に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
大
田
市
場
で

行
う
人
気
投
票
の
結
果
を
も
と
に
選

抜
す
る
た
め
、
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
品
種
を
市
場
投
入
で
き
ま

す
。
宮
崎
県
と
の
リ
レ
ー
出
荷
に
よ

り
積
極
的
に
市
場
へ
周
年
流
通
さ

せ
、
全
国
の
ダ
リ
ア
業
界
を
け
ん
引

す
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　
面
積
と
栽
培
戸
数
が
日
本
一
の
一

方
で
、
出
荷
数
量
や
販
売
額
の
低
さ

が
課
題
で
す
。
高
い
技
術
を
持
つ
生

産
者
に
よ
る
現
地
指
導
体
制
な
ど
を

強
化
し
、
10
㌃
当
た
り
収
量
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　自然豊かな米どころとして知られる秋田県には、農業分野の
“日本一”が多くあります。日本一までの取り組みについて、
秋田県園芸振興課の担当者にお話を伺いました。

秋田が誇る日本一
4 4 44

～魅力を  　発見しよう～再

ダリア

果樹・花きチーム
太田　智 主幹

11.59㌶
（令和３年度）

※�農林水産省統計部調査対象外
花きの生産状況調査より

（担当 奈良県）

作付面積１位

3



　
秋
田
県
産
シ
イ
タ
ケ
は
首
都
圏
へ

多
く
出
荷
さ
れ
、
か
さ
が
開
き
き
っ

て
い
な
い
肉
厚
な
点
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
横
手
市
を
中
心
に
、

山
本
や
由
利
、
仙
北
地
域
で
栽
培
が

盛
ん
で
す
。

　
令
和
４
年
度
に
は
、
京
浜
地
区
中

央
卸
売
市
場
へ
の
出
荷
量
、
販
売

額
、
販
売
単
価
が
全
て
１
位
の
「
三

冠
」
を
４
年
連
続
で
獲
得
し
て
い
ま

す
。
販
売
額
は
、
集
計
を
開
始
し
て

以
降
、
初
め
て
30
億
円
を
突
破
し
ま

し
た
。
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
単
価

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
需
要
が

戻
っ
た
こ
と
や
、
原
産
地
表
示
の
厳

格
化
な
ど
に
よ
り
５
年
ぶ
り
に
回
復

し
ま
し
た
。

　
県
が
三
冠
を
目
指
し
て
「
秋
田
の

し
い
た
け
販
売
三
冠
王
獲
得
事
業
」

を
展
開
し
た
の
が
平
成
29
年
。
園
芸

メ
ガ
団
地
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、

　
主
な
産
地
は
五
城
目
町
で
す
。
国

内
で
の
生
産
量
は
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
特
産
化
を
目
指
し
て
、
生

産
者
や
秋
田
県
立
大
学
な
ど
を
メ
ン

バ
ー
と
し
た
「
五
城
目
町
キ
イ
チ
ゴ

研
究
会
」
を
平
成
20
年
に
設
立
し
、

産
学
共
同
研
究
と
し
て
栽
培
管
理
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
に
は
、
生
産

者
と
県
立
大
学
、
県
内
で
菓
子
製
造

や
販
売
を
手
が
け
る
業
者
が
連
携
協

定
を
結
び
、
県
産
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

生
産
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
令

和
元
年
度
に
初
め
て
三
冠
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
現
在
の
課
題
は
、
高
齢
化
や
生
産

コ
ス
ト
増
大
に
よ
る
生
産
者
の
減
少

で
す
。
県
で
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て

高
品
質
な
シ
イ
タ
ケ
を
生
産
す
る
た

め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
生

産
体
制
の
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
品
質

な
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
拡
大
を
図
り
つ

つ
、
５
年
連
続
の
三
冠
獲
得
を
目
指

し
ま
す
。

野菜・畑作・特用林産チーム
本間　定寿 主幹

果樹・花きチーム
田口 茂春 チームリーダー

▶�

県
内
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
る
菌
床
シ
イ
タ
ケ
は
、

全
量
が
県
産
の
菌
床
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

純
国
産
を
強
み
に
Ｐ
Ｒ
を
続
け
ま
す

ラ
ズ
ベ
リ
ー

1.4 ㌧
（令和２年産）

出荷量１位

京浜地区中央卸売市場への

年間出荷量、販売額、販売単価１位

シイタケ

▶出荷量：2,502㌧
▶販売額：30億2,100万円
▶販売単価：1,208円／㌔
　　　　　　（令和４年度）
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特集　秋田の農業〝日本一＂

 

北
限
の
農
産
物

　
「
か
づ
の
北
限
の
桃
」
は
、
市
場

出
荷
す
る
時
期
が
全
国
で
最
も
遅
い

産
地
と
い
う
意
味
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で

す
。
主
力
品
種
は
晩
生
種
の
「
川
中

島
白
桃
」
で
、
９
月
以
降
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　
「
北
限
の
い
ち
じ
く
」
は
、
営
利

栽
培
と
し
て
一
定
量
が
収
穫
で
き
る

最
北
と
い
う
意
味
で
す
。
に
か
ほ
市

大
竹
地
区
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、
甘

露
煮
な
ど
の
加
工
用
と
し
て
流
通
し

て
い
ま
す
。

 

日
本
一
大
き
い
ク
リ

　
仙
北
市
西
木
町
の
特
産
で
、
大
き

い
も
の
だ
と
重
さ
が
60
㌘
以
上
に
も

な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
握
り
こ
ぶ

し
大
と
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
大
粒
で

す
。
収
穫
量
が
少
な
い
た
め
市
場
に

出
回
る
こ
と
が
少
な
く
、
幻
の
ク
リ

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
０
０
年
以
上
前
に
、
佐
竹
侯
が

京
都
の
丹
波
地
方
や
岐
阜
の
養
老
地

方
か
ら
種
を
持
ち
込
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
栽
培
す
る
中
で
大
き

な
実
の
な
る
個
体
が
生
ま
れ
、
改
良

し
て
現
在
の
西
明
寺
栗
が
誕
生
し
ま

し
た
。
平
成
30
年
に
は
地
域
団
体
商

標
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　秋田県では、日本一に向かって生産に力を入れている
農産物が多くあります。中でもエダマメと夏秋ネギは、
令和４年度の京浜地区中央卸売市場への年間出荷量が全
国２位です。
　水害などの影響を受けながらも、前年度から順位を維
持しました。夏季の収量を確保し、代えのきかない産地
として出荷量１位を目指します。

１位を目指す農産物を応援しよう

か
づ
の
北
限
の
桃

北
限
の
い
ち
じ
く

西明寺栗

こんな日本一も
あります！
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令和５年産 被害状況

令和５年産令和５年産
被害状況と作柄をお知らせします被害状況と作柄をお知らせします

　
水
稲

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
は
低
温

で
推
移
し
、
移
植
が
遅
か
っ
た
圃
場

で
は
活
着
と
初
期
生
育
が
停
滞
し
ま

し
た
。
分
げ
つ
期
か
ら
幼
穂
形
成
期

は
、
一
日
の
気
温
較
差
が
小
さ
い
日

が
続
き
、
分
げ
つ
が
抑
制
さ
れ
、
平

年
よ
り
茎
数
が
少
な
い
圃
場
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
７
月
14
日
以
降
の
記
録
的
な
大
雨

で
は
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
で
道
路
や

橋
が
流
失
し
、
栽
培
管
理
が
で
き
ず

に
収
穫
不
能
と
な
っ
た
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。
７
月
下
旬
か
ら
は
気
温
が

上
昇
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
異
常
高

温
と
な
り
ま
し
た
。
降
雨
も
ほ
と
ん

ど
無
く
、
登
熟
期
間
に
必
要
な
用
水

が
確
保
で
き
な
か
っ
た
圃
場
で
は
干

害
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
低
温
、
大
雨
、
猛
暑
と
続
き
、
白

未
熟
粒
な
ど
の
多
発
に
よ
り
品
質
が

低
下
す
る
な
ど
、
水
稲
の
生
育
に
は

大
変
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
全

籾
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

作
況
指
数
は
97
で
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
や
や
不
良
」
（
10
月
25
日
現

在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
麦

　
播
種
以
降
は
平
年
よ
り
気
温
が
高

い
日
が
多
く
、
越
冬
前
の
生
育
量
は

多
く
な
り
ま
し
た
。
根
雪
期
間
は
平

年
よ
り
短
い
89
日
間
（
横
手
地
点
ア

メ
ダ
ス
）
で
、
雪
腐
病
の
発
生
は
平

年
並
み
で
し
た
。

　
２
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か
け
て
は

高
温
傾
向
で
推
移
し
た
た
め
、
出
穂

期
は
平
年
よ
り
早
ま
り
、
成
熟
期
も

早
ま
り
ま
し
た
（
大
仙
市
大
曲
６
月

25
日
）
。
刈
り
取
り
時
期
を
迎
え
て

か
ら
は
、
７
月
に
降
雨
が
続
い
た
た

水沢川の氾濫で橋が決壊し、収穫不能となった水稲圃場（八峰町）

用水不足で枯れて倒伏した稲（八峰町）
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め
一
部
の
圃
場
で
収
穫
が
遅
れ
、
黒

カ
ビ
粒
の
発
生
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
出
穂
期
の
一
時
的
な
低
温
や
倒
伏

に
よ
る
影
響
が
一
部
で
見
ら
れ
、
検

査
実
績
に
よ
る
と
品
質
・
収
量
と
も

に
昨
年
よ
り
低
下
し
ま
し
た
。

　
共
済
金
の
支
払
い
は
表
の
と
お
り

で
す
。

　
大
豆

　
５
月
下
旬
か
ら
の
好
天
に
よ
り
播

種
作
業
は
順
調
で
、
播
種
盛
期
は
６

月
13
日
と
平
年
並
み
で
し
た
。
播
種

後
は
適
度
な
降
雨
で
土
壌
水
分
が
適

度
に
保
た
れ
、
出
芽
・
苗
立
ち
は
良

好
で
し
た
が
、
７
月
の
大
雨
で
冠
水

し
た
圃
場
は
生
育
の
停
滞
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
に
入
る
と
降
雨

日
が
続
き
、
さ
や
と
子
実
に
カ
ビ
や

腐
敗
粒
、
し
わ
粒
な
ど
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
主
な
被
害
は
冠
水
の
ほ
か
、
土
壌

が
湿
潤
状
態
と
な
っ
た
こ
と
や
収
穫

期
前
の
断
続
的
な
降
雨
が
原
因
の
生

育
不
良
・
品
質
低
下
で
す
。

　
共
済
金
は
加
入
方
式
ご
と
に
評
価

会
を
経
て
速
や
か
に
お
支
払
い
す
る

予
定
で
す
。
半
相
殺
方
式
は
１
月
下

旬
、
全
相
殺
方
式
は
全
量
検
査
終
了

後
の
５
月
下
旬
、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
方
式
は
統
計
単
収
公
表
後
の
５
月

下
旬
の
見
込
み
で
す
。

　
ホ
ッ
プ

　
５
月
か
ら
６
月
の
干
ば
つ
で
側
枝

の
張
り
が
弱
く
な
り
、
毬
花
数
の
減

少
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
７
月
の
大

雨
で
は
、
停
滞
水
に
よ
る
湿
害
や
、

べ
と
病
に
よ
る
病
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
加
え
て
、
７
月
下
旬
か
ら
１
カ
月

以
上
に
わ
た
り
35
度
前
後
の
猛
暑
と

降
雨
不
足
が
続
き
、
毬
花
肥
大
不
足

と
な
り
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
平
年

の
８
割
を
下
回
る
収
量
（
作
況
指
数

78
・
９
）
で
、
品
質
面
に
お
い
て
は

一
等
花
率
91
・
７
％
と
な
り
ま
し

た
。

　
共
済
金
の
支
払
い
は
表
の
と
お
り

で
す
。

大雨で通路が冠水したホップ圃場（横手市）

河川の氾濫で浸水した大豆圃場（五城目町）

黒カビが発生した麦（横手市）

麦共済金支払状況（11月30日支払い）

支所 戸数 被害面積
（アール） 共済金（円）

仙 北 9 1,880 120,406

横 手 市 3 4,315 133,992

合 計 12 6,195 254,398

ホップ共済金支払状況（11月29日支払い）

支所 戸数 被害面積
（アール） 共済金（円）

北 鹿 2 122 1,140,020

横 手 市 12 812 5,597,760

合 計 14 934 6,737,780
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令和５年産 被害状況

降霜で結実不良となったナシ。収穫期だが、果実が全く見られない（潟上市）

　
果
樹

　
春
の
降
霜
、
７
月
の
大
雨
や
高
温
少
雨
な

ど
、
気
象
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
ク
マ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の

鳥
獣
害
や
病
虫
害
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
ナ
シ
は
県
北
部
と
県
央
部
で
初
期
生
育
が

10
日
以
上
早
く
、
開
花
期
の
４
月
25
日
未
明

か
ら
長
時
間
に
及
ん
だ
降
霜
と
７
月
下
旬
以

降
の
高
温
少
雨
の
影
響
で
、
大
き
な
被
害
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
共
済
金
の
支
払
い
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
リ
ン
ゴ
は
現
在
、
被
害
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
樹

種
ご
と
に
統
計
単
収
の
公
表
後
に
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
す
。

　
果
樹
共
済
（
総
合
方
式
）
と
比
較
し
て
保

険
料
が
安
い
収
入
保
険
は
、
幅
広
い
補
償
に

加
え
、
個
人
の
販
売
実
績
に
応
じ
た
補
償
額

が
設
定
さ
れ
ま
す
。
つ
な
ぎ
融
資
に
よ
る
資

金
調
達
も
心
強
い
で
す
。
新
設
さ
れ
た
「
気

象
災
害
特
例
」
で
は
、
補
償
額
の
下
げ
止
ま

り
が
図
ら
れ
、
補
償
が
拡
充
し
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
の
加
入
要
件
は
青
色
申
告
で

す
。
白
色
申
告
の
方
は
、
青
色
申
告
へ
切
り

替
え
の
上
、
移
行
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 日焼け、食害が目立ったリンゴ（大館市）

降霜で枯れたナシの花（潟上市）

果樹共済金支払状況（総合方式）
（オウトウ９月20日、ナシ12月22日支払い）

樹種名 支所 戸数 被害面積
（アール） 共済金（円）

オウトウ 雄 勝 1 6 60,240

ナ シ

北 鹿 11 529 3,679,470

北秋田山本 2 105 1,273,270

合 計 13 634 4,952,740

果
樹
は
収
入
保
険
を

果
樹
は
収
入
保
険
を

　
　
一
番
に
お
ス
ス
メ
し
ま
す

　
　
一
番
に
お
ス
ス
メ
し
ま
す
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確
定
申
告
前
に

　
保
険
金
等
の
見
積
算
出
を

Q　
保
険
金
等
は
翌
年
に
支
払
わ
れ
る
の
に
、

な
ぜ
保
険
期
間
の
収
入
に
す
る
の
か
？

A　
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
た
年
（
保
険
期

間
の
翌
年
）
に
収
入
と
し
て
計
上
す
る
と
、

そ
の
年
の
収
入
が
実
際
の
収
入
実
績
と
大
き

く
か
け
離
れ
た
金
額
と
な
り
、
過
大
な
課
税

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
。

Q　
見
積
と
し
て
算
出
し
た
額
と
、
実
際
に

支
払
わ
れ
た
額
に
差
が
あ
っ
た
場
合
は
？

A　
見
積
額
と
支
払
わ
れ
た
保
険
金
等
の
差

が
少
額
の
場
合
は
、
保
険
期
間
の
翌
年
の
申

告
で
差
額
を
減
算
・
加
算
し
て
調
整
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の

支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
収
入
保
険
の
保
険
金
・
特
約
補
て
ん
金
は

確
定
申
告
後
に
算
定
す
る
た
め
、
保
険
期
間

の
翌
年
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
金
等
は
保
険
期
間
の
税
務
申
告
で

計
上
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
申
告
前

に
見
積
額
の
算
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
算
出

方
法
は
次
①
②
の
と
お
り
で
す
。

①
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
ご
自
身
で
算
出

　
１
月
中
旬
こ
ろ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
よ

り
見
積
の
算
出
に
必
要
な
書
類
が
、
加
入
者

宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
全
国
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
保
険
金
等
見
積
額

算
出
ツ
ー
ル
」
に
て
、
ご
自
身
で
算
出
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

②
各
支
所
で
も
算
出
で
き
ま
す

　

お
近
く
の
支
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
見
積
額
の
算
出
が
可
能
で
す
。
提
出
前

の
確
定
申
告
書
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収入保険に係る税務・会計の取り扱い
項目 税務・会計の取り扱いについて

保
険
料
等

保険料および
付加保険料（※）

○保険期間の必要経費（法人は損金）に計上します。会計上は損益
計算書の経費欄に「農業共済掛金」として計上します。

積立金 ○預け金として取り扱われ、課税関係は生じません。会計上は貸借
対照表の資産の部に「経営保険積立金」として計上します。

保
険
金
等

保険金

○保険期間の雑収入に計上します。
○保険金等の見積額は、損益計算書の収入金額欄の雑収入（法人は
特別利益）に計上し、貸借対照表の資産の部の未収金に計上します。
○見積額と保険金等の差が少額のときは、保険期間の翌年の所得の
計算上、当該差額を減算または加算して調整することができます。

特
約
補
て
ん
金

農業者の
積立金

○預け金として取り扱われ、課税関係は生じません。会計上は貸借
対照表の資産の部に「普通預金」などとして計上します。

国庫補助
相当分 保険金と同じ扱いです。

※�保険期間に対応した必要経費（法人は損金）の額に算入することが原則ですが、保険期間開始前に
保険料および付加保険料を支払った場合は、継続適用を要件に、支払った日の属する年分または事
業年度の必要経費または損金の額として取り扱うことができます。

◀
農
林
水
産
省

「
仕
訳
方
法
等
の
解
説
」

◀
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連

※�

ツ
ー
ル
使
用
は
全
国

連
か
ら
の
通
知
後

収入保険の税務に
関連するページ

しゅうほちゃんの
解説
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長
寿
の
縁
起
物
と
し
て
、
お
せ
ち
料

理
に
添
え
ら
れ
る
チ
ョ
ロ
ギ
。
中
国
原

産
の
シ
ソ
科
の
一
種
で
、
地
下
茎
が
肥

大
し
た
塊
茎
部
分
を
食
し
ま
す
。
「
長

老
喜
」
な
ど
の
縁
起
の
良
い
字
が
あ
て

ら
れ
、
梅
酢
や
シ
ソ
酢
に
漬
け
た
赤
い

色
が
定
番
で
す
。

　

県
内
で
は
主
に
湯
沢
市
で
生
産
さ

れ
、
県
の
伝
統
野
菜
に
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
湯
沢
市
ち
ょ
ろ
ぎ
産
地
化
研

究
会
」
で
は
、
会
員
６
人
が
10
㌃
ほ
ど

で
栽
培
。
Ｊ
Ａ
へ
出
荷
し
、
市
内
の
い

ぶ
り
が
っ
こ
本
舗
「
雄
勝
野
き
む
ら

や
」
で
漬
物
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　
研
究
会
の
会
長
を
務
め
る
同
市
皆
瀬

の
佐
藤
喜
栄
治
さ
ん
（
69
）
は
、
妻
の

美
代
子
さ
ん
（
65
）
と
２
㌃
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
「
巻
き
が
３

つ
で
、
２
～
３
㌢
の
も
の
が
良
い
チ
ョ

ロ
ギ
。
素
揚
げ
す
る
と
揚
げ
た
て
は
ホ

ク
ホ
ク
で
お
い
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　
収
穫
は
11
月
10
日
ご
ろ
。
収
穫
と
同

時
に
次
年
産
用
の
種
を
確
保
し
ま
す
。

小
さ
く
て
形
の
良
い
チ
ョ
ロ
ギ
を
選

び
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
ポ
ッ
ト
用
の

乾
い
た
床
土
と
チ
ョ
ロ
ギ
を
入
れ
て
保

存
。
４
月
に
な
っ
た
ら
土
の
上
に
雪
を

乗
せ
、
水
分
を
ゆ
っ
く
り
と
染
み
込
ま

芯止めで丈夫な株に
　伝統野菜を作り続ける

湯沢市　佐藤　喜
き

栄
え

治
じ

さん チョロギVol.10
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①　株を刈り取る
②　マルチビニールを剥がす
③　株の根本を掘り起こす。
　　�真っ白いチョロギが出て
きます

④　根からチョロギを切り離す
⑤　�沢水で洗って出荷

◀�

「
チ
ョ
ロ
ギ
を
大
き
く
し
、
１
株
に
な
る
量
を
増
や
す

た
め
、
肥
料
は
１
畝
に
５
～
６
㌔
と
多
め
に
与
え
て
い

る
」
と
佐
藤
さ
ん

　佐藤さんは、奥様と一緒に手
際良く農作業をこなしていま
す。困り事を相談すると、親身
になって解決に導いてくれる頼
れる存在です。
　栽培に力を入れるほか、種が
不足している生産者や興味があ
る人に種を提供するなど、地域
の伝統野菜を残すための取り組
みもしています。
　これからも夫婦二人三脚で生
産を続けてほしいです。

ＪＡこまち　東部営農センター
菊子　良 さん

特産を共に守る せ
て
出
芽
さ
せ
ま
す
。
芽
を
一
つ
ず
つ

ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
苗
を
作
り
、
40
㌢
間

隔
で
定
植
し
ま
す
。

　
苗
作
り
で
は
芯
止
め
を
行
い
ま
す
。

「
10
㌢
ほ
ど
に
育
っ
た
ら
芽
の
先
端
を

摘
む
。
す
る
と
次
の
芽
が
２
本
出
て
く

る
。
さ
ら
に
芯
止
め
を
繰
り
返
し
て
６

～
７
本
に
な
っ
た
ら
定
植
し
て
い
る
」

と
佐
藤
さ
ん
。
芯
止
め
で
株
が
丈
夫
に

な
り
、
風
で
倒
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
は
高
温
で
株
が
枯
れ
た
ほ

か
、
小
ぶ
り
で
１
株
に
な
る
量
が
少
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
「
収
穫
量
は
例

年
の
２
割
以
下
だ
っ
た
。
気
候
に
合
わ

せ
て
管
理
方
法
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
、
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
の
設
置
を

考
え
て
い
る
」と
説
明
し
ま
す
。

　
株
枯
れ
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
続
い
て

い
ま
す
。
全
会
員
の
畑
で
起
き
て
い
る

現
象
で
す
が
、
根
本
的
な
原
因
が
分
か

ら
ず
、
対
策
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
毎
年
枯
れ
る
と
植
え
る
意
欲
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
今
回
は
収
穫
ゼ
ロ
の

会
員
も
い
た
。
近
年
の
暑
さ
は
異
常
だ

が
、
暑
さ
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
と
思

う
」
と
話
し
ま
す
。
伝
統
野
菜
を
残
す

た
め
、
原
因
解
明
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
最
盛
期
は
16
人
い
た
会
員
も
、
株
枯

れ
や
、
収
穫
・
選
別
・
洗
浄
が
全
て
手

作
業
で
労
力
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
減
少
し
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
今

後
も
面
積
を
維
持
し
て
生
産
を
続
け
る

予
定
で
す
。
「
チ
ョ
ロ
ギ
を
残
す
た

め
、
種
を
確
保
し
て
栽
培
を
続
け
た

い
。
問
題
を
解
決
し
、
生
産
者
を
増
や

せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
」
と
力
強

く
話
し
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

収穫から
　出荷まで

▲きれいに赤く漬かったチョロギ。
　サクサクした食感が楽しめます

美代子さんのシソ漬け

④④

⑤⑤

①①

②②

③③
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大
館
市
大
田
面
の
大
正
堂
で
は
、

県
産
エ
ダ
マ
メ
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
ケ
ー

キ
「
青
ガ
エ
ル
」
を
販
売
。
土
産
品

と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
８
月
に
発
売
。
東
京
・

渋
谷
の
ハ
チ
公
前
広
場
に
設
置
し
て

い
た
緑
色
の
鉄
道
車
両
、
通
称
「
青

ガ
エ
ル
」
が
、
渋
谷
駅
前
に
あ
る
銅

像
「
忠
犬
ハ
チ
公
」
の
故
郷
・
大
館

市
に
贈
ら
れ
た
記
念
に
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
元
々
、
特
産
の
エ
ダ
マ
メ
を

使
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
も
販
売
し

て
い
ま
し
た
が
、
日
持
ち
さ
せ
る
の

が
難
し
く
、
新
商
品
の
開
発
を
考
え

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

ソ
バ
10
㌶
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
手
が

け
る
八
峰
町
峰
浜
石
川
の
柴
田
和
さ

ん
（
86
）
。
そ
ば
殻
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー

を
使
っ
た
「
昔
な
が
ら
の
『
そ
ば
が

ら
枕
』
」
を
20
年
以
上
作
り
続
け
、

長
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
１
０
０
個
ほ
ど
製
作
し
、
同

町
の
産
地
直
売
施
設
「
お
ら
ほ
の

館
」
に
出
品
。
サ
イ
ズ
別
に
１
１
０

０
円
か
ら
１
６
０
０
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
柴
田
さ
ん
は
「
皮
剥
き
後

の
そ
ば
殻
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か

思
案
し
て
い
た
。
裁
縫
が
好
き
な
の

　

朝
取
り
エ
ダ
マ
メ
の
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
と
ペ
ー
ス
ト
を
使
い
、
香
り
高

く
緑
色
が
鮮
や
か
に
出
る
よ
う
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
。
１
個
２
５
０
円
、

１
箱
３
個
入
り
８
５
０
円
（
と
も
に

税
込
み
）
で
、
同
店
や
Ｊ
Ｒ
大
館
駅

前
の
「
秋
田
犬
の
里
」
で
購
入
で
き

ま
す
。
青
ガ
エ
ル
を
通
し
て
渋
谷
区

と
の
交
流
も
盛
ん
で
、
県
外
イ
ベ
ン

ト
で
の
販
売
も
好
調
で
す
。

　

菊
池
斐あ
や

香か

専
務
取
締
役
（
36
）
は

「
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
も
お
薦
め
。
食
を
通
し
て
大
館
を

活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
ま

す
。

で
、
枕
を
作
っ
て
み
よ
う
と
考
え

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

枕
生
地
は
農
閑
期
の
冬
に
ミ
シ
ン

で
仕
上
げ
、
中
身
を
詰
め
る
作
業
は

売
れ
行
き
に
応
じ
て
通
年
で
行
い
ま

す
。
除
塵
し
た
そ
ば
殻
と
刻
ん
だ
乾

燥
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
生
地
に
詰
め
、
充

填
口
を
返
し
針
で
手
縫
い
し
て
完

成
。
好
み
の
高
さ
に
枕
を
調
整
す
る

ひ
も
を
付
け
る
な
ど
、
使
う
人
の
こ

と
を
考
え
た
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け

ま
す
。

　

ミ
シ
ン
を
新
調
し
、
枕
作
り
の
継

続
に
意
欲
を
見
せ
る
柴
田
さ
ん
。

「
枕
が
売
れ
る
と
う
れ
し
い
し
、
製

作
の
励
み
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
な
が
ら
続
け
た
い
」
と
ほ
ほ
笑

み
ま
す
。 柴

田
　
和か
ず  

さ
ん

農
家
手
作
り
の
枕

そ
ば
殻
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
安
眠

大
正
堂

県
産
エ
ダ
マ
メ
の

　
　
　
ス
テ
ィ
ッ
ク
ケ
ー
キ

大
館
市

八
峰
町

▲
�「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や
サ
イ
ズ
感
を

工
夫
し
た
」と
菊
池
専
務

住　　所：大館市字大田面376-２
T　E　L：０１８６・４２・０４８４
営業時間：午前10時～午後７時
　　　　 （土日祝日は午後６時まで）
定 休 日：火・水曜日

読者
プレゼント
詳しくは15頁を
ご覧ください。

▲常温で20日間保存できます

▲枕の生地を選ぶ柴田さん

▲一つ一つ丁寧に手縫いします
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ソ
バ
１
２
０
㌶
を
栽
培
す
る
由
利

本
荘
市
石
沢
地
区
の
石
沢
そ
ば
郷
里

の
会
（
井
島
市
太
郎
代
表
＝
77
歳
、

構
成
員
１
２
２
人
）
。
兼
業
化
や
高

齢
化
、
農
業
機
械
の
老
朽
化
で
稲
作

の
継
続
や
複
合
作
目
へ
の
取
り
組
み

が
限
界
状
況
に
あ
る
中
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
ソ
バ
生
産
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
は
平
成
23
年
に
任
意
組
織
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
自
家
用
栽
培
し
て

い
た
農
家
３
人
を
中
心
に
、
栽
培
技

術
や
機
具
・
機
材
ゼ
ロ
の
状
態
で
始

め
ま
し
た
。
空
き
豚
舎
を
乾
燥
調
製

小
屋
に
改
造
し
、
乾
燥
機
や
風
選

機
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
は
全
て
耐
用

年
数
の
過
ぎ
た
中
古
品
で
賄
っ
た
と

い
い
ま
す
。

　

27
年
に
集
落
営
農
組
織
を
結
成
。

地
元
産
ソ
バ
を
普
及
す
る
た
め
年
越

し
そ
ば
の
予
約
販
売
を
開
始
し
、
翌

年
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
に
は
、
閉
校
し
た
石
沢

小
学
校
で
石
沢
学
校
食
堂
の
開
設
に

尽
力
。
そ
ば
粉
を
提
供
し
、
「
石
沢

　

株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ｓ
の
熊
切
達

也
代
表
取
締
役
（
37
）
は
、
平
成
30

年
に
妻
の
実
家
が
あ
る
横
手
市
平
鹿

町
へ
移
住
。
令
和
２
年
に
同
社
を
設

立
し
、
ハ
ウ
ス
４
棟
で
シ
イ
タ
ケ
約

４
万
菌
床
、
ハ
ウ
ス
35
棟
で
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
出
身
で
、
農
業
経
験
が
無

か
っ
た
熊
切
代
表
。
移
住
当
初
は
義

父
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
手
伝
い
な
が

ら
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
「
当
時

は
夢
に
出
る
ほ
ど
シ
イ
タ
ケ
の
こ
と

を
考
え
、
夜
中
に
目
が
覚
め
て
ハ
ウ

ス
を
確
認
し
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

郷
里
そ
ば
」
と
し
て
、
二
八
の
生
そ

ば
販
売
や
手
打
ち
・
試
食
の
体
験
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

井
島
代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も
生
産

者
全
員
で
基
本
技
術
を
守
り
な
が
ら

栽
培
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

　

全
国
の
栽
培
情
報
を
取
り
入
れ
、

頭
の
中
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

経
験
不
足
を
補
い
ま
す
。
良
品
質
だ

と
自
然
に
収
量
も
増
え
る
と
考
え
、

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
と
明
る
さ
に
細
心

の
注
意
を
払
う
と
い
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の

栽
培
も
始
め
、
さ
ら
な
る
規
模
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
熊
切
代
表
。
今
後

は
同
市
の
若
手
農
家
３
人
で
新
た
な

会
社
を
設
立
す
る
予
定
で
す
。
「
地

域
活
性
化
の
た
め
、
自
分
が
先
頭
に

な
っ
て
若
者
を
農
業
へ
引
き
込
め
る

よ
う
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

熊
切
達
也  

さ
ん

農
事
組
合
法
人
石
沢
そ
ば
郷ご
う

里り

の
会

若
者
へ
農
業
の
魅
力
を
発
信

ソ
バ
で
耕
作
放
棄
地
の

　
　
　
　
　
　
増
加
を
防
ぐ

横
手
市

▲
�

ソ
バ
畑
で
石
沢
そ
ば
郷
里
の
会
の
役
員
た
ち
。

左
か
ら
井
島
代
表
、
井
島
柳
一
さ
ん
、
小
松
良

弥
さ
ん
、
小
松
良
太
郎
さ
ん

由
利
本
荘
市

▲
�

「
６
次
産
業
化
を
実
践
し
て
い
く
」
と
熊
切
代
表

▲�収穫基準を統一するため、発泡スチロールで
ゲージを自作しました

13



料は、内容に応じて必要経費に計上します。
　天引きされる各種の金額には、単なる積立金
であり必要経費にならないものが含まれている
場合があるのでご注意ください。
　なお、消費税の申告の場合、委託販売手数料
が差し引かれる前の取引金額を課税売上とし、
適用される消費税率は軽減税率（８％）となり
ます。
　また、ＪＡなどに支払った委託販売手数料は
仕入税額控除の対象となり、適用される消費税
率は標準税率（10％）となります。仕入税額
控除をするには、原則として、一定の事項を記
載した帳簿と、ＪＡや市場から交付される一定
の書類を保存する必要があります。

　詳しくは、電話相談センター（最寄りの税務
署の電話番号におかけのうえ、音声案内で１番
を選択）にお尋ねいただくか、お近くの税務署
へご相談、お問い合わせください。
� （秋田南税務署）

　
潟
上
市
役
所
に
勤
務
し
て
４
年
目

に
な
り
ま
す
。
催
事
や
ふ
る
さ
と
納

税
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
、
来
庁

者
が
接
し
や
す
い
明
る
い
雰
囲
気
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
弁
当
作
り
が
日
課
で
、
祖
母
が
育

て
た
新
鮮
な
野
菜
を
料
理
し
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
野
菜
を
口
に
す
る
た

び
に
、
農
家
の
方
た
ち
が
作
っ
て
く

れ
て
い
る
お
か
げ
だ
な
と
、
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
知
り
合
い
の
果
樹
農
家
が

春
先
の
霜
で
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

手
に
取
っ
た
ナ
シ
は
小
ぶ
り
で
す
が

と
て
も
甘
く
、
こ
の
お
い
し
さ
を
皆

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

知っトク

税の話

石井　笑美さん（22）
～ 潟上市 ～

祖
母
の
野
菜
で

　
　
　
　
弁
当
作
り

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

確定申告について
Ｑ　私は、米はＪＡ、野菜は市場に全量出荷し
ています。どちらの精算書を見ても出荷手数料
などが天引きされていますが、確定申告の際、
収入金額はどのように計上したらよいですか。
また、消費税の申告はどうなりますか。

Ａ　収入金額には、ＪＡや市場で差し引かれた
出荷手数料などの委託販売手数料を含める（手
数料が差し引かれる前の金額を収入計上する）
必要があります。
　差し引かれた出荷手数料などの委託販売手数

　ダリアを持って、照美さん、次女の陽
ひ

和
わ
ちゃんと坂本東嶽邸でパシャリ。
　和心さんは野球部で、「お米をいっ
ぱい食べてホームランを打ちたい」と話
してくれました。蒼和くんは農機具が大
好き。つなぎを着てトラクターやコンバ
インに乗り、正さんの農作業を応援す
るそうです。

長谷川　和
わ

心
こ

さん（8）	 右

　　　　蒼
そ う わ

和くん（4）	 左
<美郷町千屋の正さん、照美さんのお孫さん>

表紙表紙のの紹介紹介
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園
芸
施
設
共
済
や
建
物
共
済
、
農
機

具
共
済
に
ご
加
入
の
物
件
に
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
修
理
後
や
損
害
部
品
の
廃
棄

後
の
連
絡
で
は
損
害
を
確
認
で
き
ず
、

共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
牛
や
豚
な
ど
の
産
業
動
物
の
診
療
業

務
を
行
う
診
療
職
職
員
（
獣
医
師
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

個
人
の
令
和
５
年
分
の
申
告
期
限

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
所
得
税
＝
令
和
６
年
３
月
15
日（
金
）

・
消
費
税
＝
令
和
６
年
４
月
１
日（
月
）

　
申
告
は
、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
電
子
申
告
で
き

る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。
ま
た
、

納
税
に
便
利
な
振
替
納
税
、
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
の
申
し
込
み
も
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
か

ら
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　
例
年
、
申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
会
場
に
出
向
く
こ

と
な
く
申
告
や
納
税
の
手
続
き
が
で
き

るｅ－

Ｔａ
ｘ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

NOSAIへの
お問い合わせは

由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

本 　 　 所  TEL 018-884-5222
北 鹿 支 所  TEL 0186-23-7401
北秋田山本支所  TEL 0185-54-5540
中 央 支 所  TEL 018-865-1701

　
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
の
機
体
に
、

型
式
や
格
納
場
所
の
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
変

更
の
通
知
が
な
く
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
加
入
証

券
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
故
や
ケ
ガ
に
よ
る
死
亡
、
入
院
、

通
院
な
ど
を
補
償
す
る
傷
害
保
険
の
ご

案
内
を
開
始
し
ま
す
。
申
し
込
み
期
限

は
令
和
６
年
３
月
22
日
で
す
。
詳
細

は
、
広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
「
農
機
具
共
済
加
入
者
向

け
」
の
名
称
で
す
が
、
組
合
員
と
そ
の

家
族
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
加
入
い

た
だ
け
ま
す
。

農
機
具
共
済
加
入
者
向
け

傷
害
保
険
の
ご
案
内

農
機
具
共
済
加
入
証
券
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

事
故
発
生
後
の
連
絡
は
お
早
め
に

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

からの
お知らせ

●イチジクは甘露煮以外にもたくさんの料理
法があるんですね。� （鹿角市・田子さん）
●表紙のリンゴをおいしそうに食べている子
どもたちと、後ろのリンゴがとてもほほ笑ま
しくてかわいいです。�（三種町・渡辺さん）
●家のイチジクを取って近所に配ることがあ
り、大変喜んでもらっています。
� （由利本荘市・熊谷さん）
●キラキラこまちを楽しみにしています。県
内で働く若者の意気込みを載せてくれるの
で、どんな思いで秋田で働いているのかを知
ることができます。� （大仙市・石山さん）
●村だよりで紹介されている皆さんの笑顔に
は勇気をもらいます。私も頑張ろう！！
� （横手市・石橋さん）

前号にお寄せいただいた
お便りの一部をご紹介します。

お便りお便り
　ありがとうございます　ありがとうございます

①クイズの答え
②１月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

63

正解者の中から抽選で６名
様に、12頁で紹介した「青ガ
エル」をプレゼントします。

　　令和３年度の秋田県
のダリア作付面積は何㌶
でしょう。（３頁参照）

【応募締切】令和６年１月12日（金）消印有効
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
前号の答えは「令和２年」でした。

獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

1
2024
vol.22

秋田の特産品で

その10
チョロギ

　主な産地は湯沢市。
長寿を願う縁起物とし
て、おせち料理には梅
酢やシソ酢に漬けた赤
色のチョロギが入りま
す。

 材料 
チョロギ200g、片栗粉30g、卵白1個分、塩
２g、カレー粉10g、サラダ油適量

 つくり方 
①�チョロギの水気を拭き取り、片栗粉をまぶ
す

②�卵白を泡立てメレンゲ状にする
③�メレンゲに塩、カレー粉を混ぜ合わせ、チョ
ロギを加えて180℃に熱した油に入れる
④�30秒ほどサッと揚げて器に盛り付け完成

 材料 
チョロギ100g、レンコン１節、ジャガイモ１
個、赤カブ１個、ドレッシング（クリームチー
ズ100g、レモン汁半個分、塩２g、ハチミツ
10g、サラダ油100g）

 つくり方 
①�チョロギは30秒ほどサッと湯通しする。レ
ンコン、ジャガイモは皮を剥いて一口大に
切り、それぞれ塩茹でする

②�赤カブは皮を薄く剥いて一口大に切り、軽
く塩を振ってもんでおく

③�クリームチーズを裏ごししてドレッシング
の調味料とよく混ぜ合わせる。野菜を盛り
付けてドレッシングを添えて完成

 材料 
チョロギ100g、味噌50g、山内いものこ
500g、いぶりがっこ100g、調味料（マヨネー
ズ60g、ブラックペッパー適量、塩２g）

 つくり方 
①�チョロギは味噌を和えるようにまぶして一
晩漬け込み、味噌を洗い落として水気を拭
き取る

②�山内いものこは皮を剥いて20分ほど茹でる。
　�串がスッと通るくらい軟らかくなったらザ
ルにあげて潰す
③�１cm角に切ったいぶりがっこ、味噌漬け
チョロギ、調味料を、潰した山内いものこ
に加えて混ぜ合わせ、器に盛り付け完成

 材料 
チョロギ100g、砂糖40g、メープルシロッ
プ10g、リンゴ１個、ハチミツ50g、白ワイン
150cc、シナモンパウダー適量

 つくり方 
①�チョロギは砂糖とメープルシロップをまぶ
して密閉し、一晩漬け込む

②�リンゴは皮を剥いて一口大に切り、小鍋に
入れて、ハチミツ、白ワイン、シナモンパウ
ダーを加え、アルミホイルなどで落とし蓋
をして火にかける
③�沸騰して２分ほどで火を止め、冷めたら
チョロギと一緒に器に盛り付け完成

チョロギのカレースナック

根菜サラダ

チョロギ入り
山内いものこポテトサラダ

チョロギの砂糖漬けと
リンゴのコンポート

■10頁に関連記事

をお届け

隠家あわい　店主
冨岡 　誠 さん

　秋田の旬の食材を使った
料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あ
きた郷土作物研究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間／
　17：30〜22：30
　※昼は要予約
定休日／日曜日

監
修

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央
　　郵便局

●

●隠家あわい

んめ！
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